
平成28年度文部科学関係予算(案)のポイント
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○教育再生実行会議の提言等を踏まえ、学ぶ意欲と能力のある全ての子供・若者、
社会人が質の高い教育を受け、一人一人がその能力を最大限伸長できる社会の実
現、2020年東京オリンピック・パラリンピック競技大会のレガシーの創出、世界
で最もイノベーションに適した国の実現を目指し、教育再生、スポーツ・文化、
科学技術イノベーション関連施策を未来への先行投資として強力に推進する。

文部科学関係予算(案)のポイント

○我が国が引き続き成長・発展を持続するためには、一人一人の能力や可能性を
最大限引き出し、付加価値や生産性を高めていくことが不可欠。このため、特
に若者や女性に光を当て、教育の再生のための取組を強力に推し進めることが
必要。

○そのため、
《社会を生き抜く力の養成》
・教員の｢質｣と｢数｣の一体的強化や初等中等教育の教育課程の充実、

高大接続改革の推進など
《未来への飛躍を実現する人材の養成》
・大学改革の推進やグローバルな視点に立って活躍する人材の育成など

《学びのセーフティネットの構築》
・幼児教育無償化に向けた取組の段階的推進や大学等奨学金事業の充実、

学校施設等の老朽化対策など
をはじめとする「教育再生」を実現するための施策に重点化。

〈文教関係予算のポイント〉〈文教関係予算のポイント〉

対 前 年 度

増 △ 減 額 増△減率

5兆3,349億円 5兆3,216億円 △ 133億円 △ 0.2%

【 27年度補正予算案：878億円 】
※平成27年度予算額は、子ども・子育て支援新制度移行分を除いた組替後の数字。

区 分
平 成 27 年 度
予 算 額

平 成 28 年 度
予 算 額 ( 案 )

文 部 科 学 関 係 予 算

対 前 年 度

増 △ 減 額 増△減率

4兆646億円 4兆557億円 △ 90億円 △ 0.2%

【 27年度補正予算案：505億円 】
※平成27年度予算額は、子ども・子育て支援新制度移行分を除いた組替後の数字。

文 教 関 係 予 算

区 分
平 成 27 年 度
予 算 額

平 成 28 年 度
予 算 額 ( 案 )
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○未来社会での大きな社会変革に対応するため、新たな時代を支える成長
の「鍵」となる、革新的な人工知能、ビッグデータ解析技術等を重点的に強
化するなど、「『日本再興戦略』改訂2015」及び「科学技術イノベーション総
合戦略2015」を踏まえ、科学技術イノベーション創出を推進する。

○グローバル展開を見据えた地域創生イノベーションや、民間企業からの積
極的な資金・人材の導入により、オープンイノベーションを加速する取組み
を推進するほか、基礎研究、人材育成、研究開発インフラ等の我が国の強
みを支える科学技術基盤を強化する。

○火山研究・人材育成の一体的推進や、我が国の自立的な衛星打ち上げ能
力の確保に資するH3ロケットの開発など、防災や安全保障等の観点から
国民の安全・安心を支える国家安全保障・基幹技術の取組を強化する。

〈科学技術予算のポイント〉〈科学技術予算のポイント〉

「日本再興戦略」及び「科学技術イノベーション総合戦略」における重点事項

産学連携による科学技術イノベーションの推進

○AIP※:人工知能/ﾋ゙ ｯｸ゙ ﾃ゙ ﾀー/IoT/ｻｲﾊ゙ ｾーｷｭﾘﾃｨ統合ﾌ゚ ﾛｼ゙ ｪｸﾄの創設 54億円（ 新 規 ）
〔関連する既存事業（28億円）を含む｡〕

・世界最先端の人材が集まる革新的な人工知能等の研究開発拠点を理化学研究所に新設す
るとともに、新たなｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを切り開く独創的な研究者を支援。

※ AIP（Advanced Integrated Intelligence Platform Project）

大変革時代における未来社会への挑戦

○地域イノベーション・エコシステム形成プログラム 6億円（ 新 規 ）
・地域の大学が地元企業や金融機関等と協力しつつ、全国規模の事業化経験を持つ人材の
積極的な活用により、地域発の新産業創出を行う取組を支援。

○ｵー ﾌ゚ﾝｲﾉﾍ゙ ｼーｮﾝ加速に向けた産学共創ﾌ゚ﾗｯﾄﾌｫー ﾑによる共同研究推進 7億円（ 新 規 ）
・オ－プンイノベーション加速に向け、大学等に企業から資金・人材を呼び込み、産学官
による非競争領域での共同研究等を拡大する取組を支援。

対 前 年 度

増 △ 減 額 増△減率

9,680億円 9,620億円 △60億円 △0.6%

【 27年度補正予算案：367億円 】
※予算額(案)にはエネルギー対策特別会計への繰入額(1,078億円(対前年度△11億円))を含む

科 学 技 術 予 算

区 分
平 成 27 年 度
予 算 額

平 成 28 年 度
予 算 額 ( 案 )
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事 項
前 年 度
予 算 額

比 較 増
△ 減 額

備 考

百万円 百万円 百万円

-20-

（４）国立大学改革の推進（国立
大学法人運営費交付金）

○概要： 国立大学及び大学共同利用機関が我が国の人材養成・学術研究の中核として、継続的・
安定的に教育研究活動を実施できるよう、基盤的経費である国立大学法人運営費交付金を
確保する。

◆大学運営の基幹的な経費の確保
継続的・安定的に教育研究を展開しうるよう、各国立大学の財政基盤をしっかりと支える

ために必要な大学運営の基幹的な経費を確保する。
意欲と能力ある学生が経済状況にかかわらず修学の機会を得られるよう、授業料免除枠を

拡大するとともに、学内ワークスタディへの支援を行う。
免除対象人数：約0.2万人増（27年度：約5.7万人→28年度：約5.9万人）

◆機能強化の方向性に応じた重点支援
各大学の機能強化の方向性に応じた取組をきめ細かく支援するため、国立大学法人運営費

交付金の中に３つの重点支援の枠組みを新設することなどによる国立大学改革の更なる加速
を図る。

・重点支援①：主として、地域に貢献する取組とともに、専門分野の特性に配慮しつつ、
強み・特色のある分野で世界・全国的な教育研究を推進する取組を中核と
する国立大学を支援

・重点支援②：主として、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色のある分野で地域と
いうより世界・全国的な教育研究を推進する取組を中核とする国立大学を
支援

・重点支援③：主として、卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学的に卓越
した教育研究、社会実装を推進する取組を中核とする国立大学を支援

◆マネジメント改革の推進
学長のリーダーシップやマネジメント力の発揮を予算面で強化する観点から、教育研究組

織や学内資源配分等の見直しを促進するための仕組みとして、「学長の裁量による経費」を
新設する。

◆附属病院の機能強化
高度先進医療や高難度医療を提供する国立大学附属病院の教育研究診療機能や医師等の教

育研究基盤の充実を図る。

◆共同利用・共同研究体制の強化・充実
国内外のネットワーク構築や新分野の創成等、共同利用・共同研究拠点の強化に資する取

組から、将来的に共同利用・共同研究拠点を形成するような附置研究所等の先端的かつ特色
ある取組まで、一体的に重点支援し、我が国の大学全体の機能強化に貢献する。
また、大学共同利用機関等において実施される先端的な学術研究の大型プロジェクト（大

規模学術フロンティア促進事業）について、国際的競争と協調のもと、戦略的・計画的に推
進する。

【大規模学術フロンティア促進事業】
・大型低温重力波望遠鏡（ＫＡＧＲＡ）計画
・「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）」による物質・生命科学及び原子核・素粒子物
理学研究の推進

・新しいステージに向けた学術情報ネットワーク（ＳＩＮＥＴ）整備
・日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワーク構築計画 等

1,094,546 0

平成28年度
予算額（案）

1,094,546
27年度補正予算案

1,200百万円
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平成28年度国立大学法人運営費交付金予算（案）

国立大学法人運営費交付金 １０，９４５億円（１０，９４５億円）[対前年度同額]

（内訳）

●基幹運営費交付金 １０，０２６億円（ ９，９８８億円）[＋ ３８億円]

うち機能強化経費 ９１２億円（ ７９５億円）[＋１１６億円]

●特殊要因運営費交付金 ９２０億円（ ９５８億円）[▲ ３８億円]

●附属病院運営費交付金 －億円（ －億円）[ － ]

※（ ）は、前年度予算額、[ ]は対前年度増▲減額。

※単位未満四捨五入のため、計が一致しない場合がある。

○ 教育費負担の軽減 ３２０億円（３０７億円）

意欲と能力ある学生が経済状況にかかわらず修学の機会を得られるよう、授業料免除

枠を拡大するとともに、学内ワークスタディへの支援を行う。

◆免除対象人数：約0.2万人増 平成27年度：約5.7万人 ⇒ 平成28年度：約5.9万人

学部・修士課程：約5.1万人 → 約5.4万人（約0.2万人増）

博士課程：約0.6万人 → 約0.6万人

○ 機能強化の方向性に応じた重点支援 ３０８億円（新 規）

各大学の機能強化の方向性に応じた取組をきめ細かく支援するため、国立大学法人運

営費交付金の中に３つの重点支援の枠組みを新設し、国立大学改革を更に加速。

・重点支援①：主として、地域に貢献する取組とともに、専門分野の特性に配慮しつ

つ、強み・特色のある分野で世界・全国的な教育研究を推進する取組

を中核とする国立大学を支援

・重点支援②：主として、専門分野の特性に配慮しつつ、強み・特色のある分野で地

域というより世界・全国的な教育研究を推進する取組を中核とする国

立大学を支援

・重点支援③：主として、卓越した成果を創出している海外大学と伍して、全学的に

卓越した教育研究、社会実装を推進する取組を中核とする国立大学を

支援

○ マネジメント改革の推進

教育研究の活性化、新たに各大学の強み・特色となる分野の醸成、学長を支援する体

制の強化など、業務運営の改善を図ることを目的として「学長裁量経費」を新設。
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○ 共同利用・共同研究体制の強化・充実 ６８億円（ ６４億円）

国内外のネットワーク構築や新分野の創成等、共同利用・共同研究拠点の強化に資す

る取組から、将来的に共同利用・共同研究拠点を形成するような附置研究所等の先端的

、 、 。かつ特色ある取組まで 一体的に重点支援し 我が国の大学全体の機能強化に貢献する

○ 学術研究の大型プロジェクトの推進 ２３８億円（２４１億円）

大学共同利用機関等において実施される先端的な学術研究の大型プロジェクト（大規

模学術フロンティア促進事業）について、国際的競争と協調のもと、戦略的・計画的に

推進する。

○ 附属病院の機能・経営基盤強化 ２３２億円（２４０億円）

高度先進医療や高難度医療を提供する国立大学附属病院の機能を強化するため診療基

盤の整備支援策を充実。

◆教育研究診療機能充実のための債務負担軽減策等 ３３億円（ ７３億円）

◆附属病院における医師等の教育研究基盤の充実 １９９億円（１６７億円）

※このほか、医療機械設備費として１８億円を計上

※国立大学法人運営費交付金のほか、国立大学経営力強化促進事業として８０億円を計上

（国立大学改革強化推進補助金：６０億円、国立大学改革基盤強化促進費：２０億円）
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共同利用・共同研究体制の強化・充実 
 
 
 

※（ ）内は対前年度予算増▲減額 

１.大学における共通政策課題（学術研究関係）   
〔平成 28 年度予算案：423 億円（24 億円）〕 

国立大学法人運営費交付金  309 億円（ 2 億円） 

施設整備費補助金等  114 億円（22 億円） 

 
 

（１）世界の学術フロンティアを先導する大規模プロジェクトの推進 
〔平成 28 年度予算案：330 億円（▲0.2 億円）〕 

国立大学法人運営費交付金  238 億円（▲ 4 億円） 

施設整備費補助金等   92 億円（   3 億円） 

 
国際的競争と協調による、国内外の多数の研究者が参画する学術の大型プロジェクトを学術

版ロードマップで示された優先度に基づき「大規模学術フロンティア促進事業」として位置付け

るとともに、研究力強化・グローバル化・イノベーション機能の強化に資する世界トップレベルの

研究を戦略的・計画的な推進。 

 

【内訳】 

 （大規模学術フロンティア促進事業） 

ロードマップ等に基づき、戦略的・計画的に大学・大学共同利用機関を中心に実施される大

規模プロジェクト（国立大学法人運営費交付金等により支援） 

・スーパーＢファクトリーによる新しい物理法則の探求 

・「大強度陽子加速器施設（Ｊ－ＰＡＲＣ）」による物質・生命科学及び原子核・素粒子物理 

学研究の推進 

・３０ｍ光学赤外線望遠鏡（ＴＭＴ）計画の推進 

・大型電波望遠鏡「アルマ」による国際共同利用研究の推進 

・大型光学赤外線望遠鏡「すばる」の共同利用研究 

・超高性能プラズマの定常運転の実証 

・新しいステージに向けた学術情報ネットワーク（SINET）整備 

・日本語の歴史的典籍の国際共同研究ネットワークの構築計画 

・「スーパーカミオカンデ」によるニュートリノ研究の展開 

・「大型低温重力波望遠鏡（ＫＡＧＲＡ）計画」の推進 

 

 （学術研究の大型プロジェクト） 

大規模学術フロンティア促進事業に加え、従来から継続して行っている学術研究の基盤とな

るものや計画的に行う必要のある比較的大規模の事業を含めた総称 

・放射光施設による実験研究 

・南極地域観測事業 
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（２）共同利用・共同研究体制の強化・充実（国立大学関係） 
〔平成 28 年度予算案：93 億円（24 億円）〕 

国立大学法人運営費交付金  71 億円（ 5 億円） 
施設整備費補助金  22 億円（18 億円） 

 
 

①共同利用・共同研究体制の強化     〔平成 28 年度予算案：73 億円（16 億円）〕 
国立大学法人運営費交付金  60 億円（3 億円） 

施設整備費補助金  13 億円（ 新規 ） 
 

大学全体の機能強化に資するとともに我が国における研究のモデルとなるような新分野の

創出や国際化などに資する共同利用・共同研究を推進。さらに、共同利用・共同研究拠点に

おける国際化や異分野融合・新分野創成、ネットワーク形成など、共同利用・共同研究体制

の活性化を促進。 

 
②共同利用・共同研究体制の充実      〔平成 28 年度予算案：17 億円（8 億円）〕 

国立大学法人運営費交付金  8 億円（2 億円） 

施設整備費補助金  9 億円（6 億円） 

 
将来的に共同利用・共同研究拠点となり得るような先端的かつ特色ある研究を推進する研

究所等の形成・強化に資する取組や、全学的研究施設における取組を推進。  

 
 

③共同利用・共同研究の基盤整備      〔平成 28 年度予算案：3 億円（0.4 億円）〕 
国立大学法人運営費交付金  3 億円（0.4 億円） 

 
全国的な観点でモデルとなるような新たな仕組みの構築に資する設備サポートセンターや

全国的な教育・研究活動に資する文化的・学術的に貴重な資料の保存・修復の取組等につ

いて推進。 

 
 
２.機能強化の方向性に応じた重点支援  

〔平成 28 年度予算案：308 億円（新規）〕 
国立大学法人運営費交付金  308 億円（新規） 

 
各大学の機能強化の方向性に応じた取組（研究に係る戦略に基づく取組を含む）をきめ細かく

支援するため、運営費交付金に重点支援の枠組みを新設。 

また、大学共同利用機関法人が実施するプロジェクト（大型プロジェクトを除く）の推進とともに、

大学への研究支援として新たな共同利用・共同研究システムの構築や将来の新たな共同利用・

共同研究につながる新分野の創成に向けた体制の構築につながる組織整備について推進。 

 

※ 大学共同利用機関法人が実施する学術研究の大型プロジェクトについては、共通政策課

題の枠組みで計上。 
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共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
強
化
・
充
実
に
向
け
た
支
援

・
部
局
や
大
学
の
枠
を
越
え
た
新
た
な
研
究
拠
点
の
形
成

・
新
た
な
学
問
分
野
の
創
成
に
資
す
る
全
学
的
な
研
究
組
織
の
形
成

等

・
個
人
・
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
研
究

個
人
等
研
究

研
究
の
組
織
化 新
た
な
拠
点
形
成

拠
点
の
強
化 大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

・
国
際
的
に
強
み
・
特
色
を
発
揮
で
き
る
取
組

・
拠
点
の
特
色
・
強
み
を
活
性
化
す
る
大
学
の
枠
を
越
え
た
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築

等

・
国
際
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
し
て
の
機
能
を
活
か
し
、
国
際
的

競
争
と
協
調
に
よ
り
国
内
外
の
多
数
の
研
究
者
が
参
画
す
る
学
術
研
究

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
戦
略
的
・
計
画
的
に
推
進

・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
資
す
る
研
究
シ
ス
テ
ム
の
構
築

等

平
成
2
8
年
度
予
算
案
に
お
け
る
支
援
枠
組
み

国
立
大
学
に
共
通
す
る
政
策
課
題
（
全
国
共
同
利
用
・
共
同
実
施
分
）

【
新
た
な
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
の
充
実
】

・
将
来
的
に
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
と
な
り
得
る
よ
う
な
先
端
的
か
つ
特
色

あ
る
研
究
を
推
進
す
る
附
置
研
究
所
等
の
形
成
・
強
化
に
資
す
る
取
組
に
つ
い

て
重
点
支
援

【
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
の
強
化
】

・
文
部
科
学
大
臣
が
認
定
す
る
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
が
実
施
す
る
、

国
際
的
に
顕
著
な
成
果
を
創
出
す
る
取
組
や
国
内
外
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、

研
究
環
境
基
盤
の
構
築
・
強
化
な
ど
の
我
が
国
の
大
学
全
体
の
研
究
シ
ス
テ
ム

の
モ
デ
ル
と
な
る
取
組
に
対
し
重
点
支
援

【
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進
】

・
大
学
共
同
利
用
機
関
等
に
お
い
て
実
施
さ
れ
る
、
個
々
の
大
学
の
枠
を
越
え

た
研
究
機
関
・
研
究
者
が
多
数
参
画
し
、
我
が
国
の
国
際
的
な
頭
脳
循
環
ハ

ブ
と
な
る
研
究
拠
点
と
し
て
、
研
究
力
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
に
資
す
る
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
大
規
模

学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
等
）
に
対
し
重
点
支
援

目
的

支
援
対
象
イ
メ
ー
ジ

○
我
が
国
の
大
学
全
体
の
機
能
強
化
へ
の
貢
献
を
前
提
と
し
て
、

研
究
拠
点
の
形
成
か
ら
発
展
ま
で
一
体
的
な
支
援
を
行
い
、

共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
を
強
化
・
充
実

○
我
が
国
の
強
み
・
特
色
を
活
か
し
た
研
究
水
準
の
向
上

○
共
同
利
用
・
共
同
研
究
体
制
を
構
成
す
る
大
学
共
同
利
用
機
関
及
び
共
同
利
用
・
共
同
研
究
拠
点
は
個
々
の
大
学
の
枠
を
越
え
た
多
く
の
研
究
機
関
・

研
究
者
の
参
画
の
も
と
、
多
様
な
研
究
分
野
に
お
い
て
独
創
的
・
先
端
的
な
研
究
を
実
施
し
、
広
く
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
。

○
ま
た
、
共
同
利
用
・
共
同
研
究
機
能
を
通
じ
て
、
研
究
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
み
な
ら
ず
、
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
代
表
さ
れ
る
国
際
的

な
枠
組
み
に
よ
る
研
究
推
進
を
通
し
て
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
異
分
野
融
合
に
よ
る
新
た
な
学
問
領
域
の
創
出
、
学
術
研
究
の
基
盤
構
築
等
を
効
果
的
・

効
率
的
に
推
進
し
、
大
学
の
機
能
強
化
に
貢
献
し
て
き
た
と
こ
ろ
。

○
こ
の
た
め
、
平
成
2
8
年
度
予
算
案
に
お
い
て
は
、
大
学
共
同
利
用
機
関
の
重
点
支
援
及
び
国
立
大
学
に
共
通
す
る
政
策
課
題
（
全
国
共
同
利
用
・
共

同
実
施
分
）
と
し
て
、
上
記
に
資
す
る
取
組
に
つ
い
て
重
点
配
分
。

・
大
学
に
お
け
る
特
色
・
強
み
と
な
る
研
究
組
織
の
形
成

平
成
２
８
年
度
予
算
案

：
４
２
３
億
円

（
対
前
年
度
増
▲
減
額

：
＋
２
３
億
円
）
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○
我
が
国
発
の
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア
に
よ
る
学
術
研
究
の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
に
つ
な
が
る
研
究
成
果
を
創
出
す
る
な
ど
、
欧
米
主
要
国
に
お
い
て
も
極
め
て

高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
我
が
国
が
世
界
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
先
導
す
る
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
、
す
べ
て
の
研
究
分
野
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
意
見
を
と
り
ま
と
め
た
学
術
版
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
示
さ
れ
た
優
先
度
に
基
づ
き
、
大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業
と
位
置
づ
け
、
戦
略
的
・
計
画
的
に
推
進
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
。

○
併
せ
て
、
個
々
の
大
学
の
枠
を
越
え
た
研
究
機
関
・
研
究
者
が
多
数
参
画
し
、
我
が
国
の
国
際
的
な
頭
脳
循
環
ハ
ブ
と
な
る
研
究
拠
点
と
し
て
、
研
究
力
強
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
に
資
す
る
世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
推
進
す
る
。

目
的

○
人
類
共
通
の
知
の
創
出

ア
ル
マ
望
遠
鏡
に
よ
り
、
惑
星
が
作
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
場
で
生
命
の
起
源
に
密
接
に
か
か
わ
る
糖
類
分
子
を
発
見
。
→
「
地
球
生
命
の
起
源
は
宇
宙
？
」
と
い
う
普
遍
的
な

知
的
好
奇
心
に
迫
る
。

○
我
が
国
の
国
際
的
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
及
び
学
術
研
究
の
研
究
水
準
が
向
上

ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
振
動
の
確
認
に
よ
り
、
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
質
量
を
ゼ
ロ
と
す
る
従
来
の
標
準
理
論
を
覆
す
な
ど
ノ
ー
ベ
ル
賞
級
の
成
果
を
創
出
。

（
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
歴
：
小
柴
昌
俊
氏
、
小
林
誠
氏
、
益
川
敏
英
氏
、
梶
田
隆
章
氏
）

○
産
業
界
等
と
の
連
携
に
よ
る
最
先
端
の
技
術
開
発
等
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
貢
献

遠
方
の
銀
河
を
観
測
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
す
ば
る
望
遠
鏡
の
超
高
感
度

C
C

D
カ
メ
ラ
技
術
が
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
医
療
用

X
線
カ
メ
ラ
に
応
用
。

事
業
の
効
果

歴
史
的
典
籍
を
活
用
し
た
異
分
野
融
合
研
究
の
醸
成
と
日
本
文
化
の
国
際
的
発
信

人
文

学
分

野
の

長
年

の
課

題
で

あ
る

研
究

の
細

分
化

、
従

来
型

の
研

究
手

法
か

ら
の

脱
却

を
図

る
た

め
、

「
日

本
語

の
歴

史
的

典
籍

の
国

際
共

同
研

究
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

」
を

構
築

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
歴

史
学

、
社

会
学

、
哲

学
、

医
学

な
ど

の
諸

分
野

の
研

究
者

が
多

数
参

画
す

る
異

分
野

融
合

研
究

を
醸

成
し

、
幅

広
い

国
際

共
同

研
究

の
展

開
を

目
指

す
。

世
界
の
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
先
導
す
る
大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

大
規
模
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
促
進
事
業

国
内
外
の
約
１
万
人
以
上
の
研
究
者
が
集
結
。
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
を
育
成
。

日
本
語
の
歴
史
的
典
籍
の
国
際
共
同
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
計
画

〔
人
間
文
化
研
究
機
構
国
文
学
研
究
資
料
館
〕

平
成
２
８
年
度
予
定
額

：
３
３
０
億
円

（
対
前
年
度
増
▲
減
額

：
▲
０
．
２
億
円
）

日
米

欧
の

3
国

が
「
重

力
波

」
の

世
界

初
観

測
を

目
指

し
た

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト
を

進
行

中
。

日
本

は
高

度
な

技
術

力
を

駆
使

し
、

重
力

波
望

遠
鏡

の
高

性
能

化
の

実
証

に
他

国
に

先
ん

じ
て

成
功

。
重

力
波

を
直

接
観

測
し

た
例

は
な

い
た

め
、

成
功

す
れ

ば
ノ

ー
ベ

ル
賞

級
の

成
果

と
も

言
わ

れ
て

い
る

。
Ｋ

Ａ
Ｇ

Ｒ
Ａ

に
よ

る
重

力
波

天
文

学
の

創
成

を
目

指
す

。
※

建
設

期
間

は
平

成
２

２
～

２
８

年
度

で
、

７
年

計
画

の
最

終
年

度

ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
が
予
言
し
た
重
力
波
（
時
空
の
歪
み
）
を
世
界
に
先
駆
け
て
観
測

大
型
低
温
重
力
波
望
遠
鏡
(
Ｋ
Ａ
Ｇ
Ｒ
Ａ
)
計
画
〔
東
京
大
学
宇
宙
線
研
究
所
〕

「
大
強
度
陽
子
加
速
器
施
設
（
J
-
P
A
R
C
）
」
に
よ
る
物
質
・
生
命
科
学
及
び
原
子
核
・
素
粒

子
物
理
学
研
究
の
推
進

〔
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
〕

我
が
国
の
大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
を
支
え
る
情
報
基
盤
の
強
化

新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た
学
術
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
Ｔ
）
整
備

〔
情
報
・
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構
国
立
情
報
学
研
究
所
〕

我
が

国
の

学
術

研
究

・
教

育
活

動
に

不
可

欠
な

学
術

情
報

基
盤

で
あ

る
Ｓ

ＩＮ
Ｅ

Ｔ
を

、
大

学
等

と
連

携
し

、
最

先
端

の
ネ

ッ
ト
ワ

ー
ク

技
術

を
用

い
て

高
度

化
・
強

化
し

、
通

信
回

線
及

び
共

通
基

盤
等

を
整

備
・
運

営
す

る
こ

と
に

よ
り

、
最

先
端

の
学

術
研

究
を

は
じ

め
と

す
る

研
究

教
育

活
動

全
般

の
新

た
な

展
開

を
図

る
。

Ｔ
２
Ｋ
実
験
に
よ
る
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ
の
謎
の
解
明
な
ど
多
様
な
粒
子
ビ
ー
ム
を

用
い
た
世
界
最
先
端
の
研
究
を
広
範
な
分
野
で
展
開

「
ス

ー
パ

ー
カ

ミ
オ

カ
ン

デ
」
と

の
連

携
に

よ
り

、
「
ニ

ュ
ー

ト
リ

ノ
振

動
」
を

測
定

し
、

ニ
ュ

ー
ト
リ

ノ
の

詳
細

な
性

質
の

解
明

を
進

め
る

（
T

2
K

実
験

※
）

こ
と

で
、

物
質

の
起

源
を

明
ら

か
に

す
る

こ
と

を
目

指
す

。
ま

た
、

基
礎

研
究

か
ら

新
産

業
創

出
に

つ
な

が
る

応
用

研
究

に
至

る
ま

で
、

幅
広

い
分

野
で

の
研

究
を

推
進

す
る

。
（
※

T
2
K

実
験

：
T

o
ka

i 
to

 K
am

io
ka

）
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